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関
東
輸
出
入
札
5
万
4329
円

関
東
輸
出
入
札
5
万
4329
円

鉄
ス
ク
ラ
ッ
プ
4
契
3
年
ぶ
り
高
値

南
理
事
長「
バ
ブ
ル
相
場
警
戒
」The New President

Interview

新
社
長
に
聞
く

新
社
長
に
聞
く

粗
鋼
需
要
2000
万
㌧
に
減

経
産
省
ま
と
め

4
―
6
月
見
通
し

内外とも低調

特殊鋼鋼材
需要4.3％減

鉄
産
懇
Ａ
Ｄ
措
置
発
動
に
期
待

日
本
向
け
鋼
材
値
上
げ

台
Ｃ
Ｓ
Ｃ
5
―
7
月
契
約

鉄
ス
ク
ラ
ッ
プ
の
買
掛
金

東
鉄
、支
払
条
件
を
変
更

末
日
締
め
翌
15
日
払
い
に

粗
鋼
生
産
25
年
度

8068
万
㌧
見
込
み

2.7
％
減

金属春秋

関
東
鉄
源
協
同
組
合
（
理
事
長
＝
南
光
司
・
ミ
ナ
ミ
社
長
）
が
9
日
に
実
施

し
た
鉄
ス
ク
ラ
ッ
プ
輸
出
入
札（
Ｈ
2
）で
、
約
3
年
ぶ
り
の
高
値
が
付
い
た
。

4
月
契
約
分
の
落
札
価
格
は
ト
ン
当
た
り
5
万
4
3
2
9
円
（
Ｆ
Ａ
Ｓ
＝
船
側

渡
し
条
件
）
と
前
月
か
ら
4
2
0
8
円
上
が
り
、
震
災
復
興
の
た
め
に
ト
ル
コ

の
鋼
材
需
要
が
高
ま
っ
て
い
た
2
0
2
3
年
3
月
契
約
分（
5
万
5
4
3
8
円
）

ぶ
り
に
5
万
4
0
0
0
円
を
超
え
た
。
足
元
の
関
東
相
場
を
2
0
0
0
円
ほ
ど

上
回
っ
た
。

海
外
の
旺
盛
な
需
要
な

ど
を
映
し
た
と
み
ら
れ
る

が
、
南
理
事
長
は
需
給
や

為
替
を
踏
ま
え
て
も
「
必

要
以
上
の
上
が
り
方
だ
」

と
し
て
バ
ブ
ル
相
場
を
警

戒
し
、「
今
が
（
相
場
の
）

天
井
と
の
確
証
は
な
い

が
、
今
後
の
急
落
を
危
惧

し
て
い
る
」
と
コ
メ
ン
ト

し
て
い
る
。

落
札
は
1
本
で
、
数
量

は
1
万
㌧
。
5
月
を
め
ど

に
船
積
み
す
る
。
事
務
局

に
よ
る
と
向
け
先
は
べ
ト

ナ
ム
か
バ
ン
グ
ラ
デ
シ

ュ
。
2
番
札
も
5
万
4
0

0
0
円
以
上
で
、
1
番
札

と
「
か
な
り
の
僅
差
」（
南

理
事
長
）
だ
っ
た
。

応
札
件
数
は
13
件
。
応

札
権
を
持
つ
15
商
社
の
う

ち
、
辞
退
が
1
社
、
時
間

切
れ
に
よ
る
応
札
不
可
が

1
社
あ
っ
た
。
応
札
数
量

は
12
万
2
0
0
㌧
。

今
回
の
1
隻
の
積
載
上

限
量
は
1
万
5
0
0
0
㌧

と
、
前
月
か
ら
5
0
0
0

㌧
減
ら
し
た
。
5
月
は
大

型
連
休
に
よ
っ
て
企
業
の

営
業
日
数
が
減
る
た
め
、

組
合
員
の
負
担
増
を
避
け

る
狙
い
が
あ
っ
た
。

海
外
の
買
い
意
欲
の
高

ま
り
を
映
し
、
Ｔ
Ｔ
Ｂ
換

算
の
ド
ル
建
て
価
格
は
ト

ン
当
た
り
3
4
4
・
0
㌦

と
前
月
比
約
25
㌦
上
昇
。

24
年
5
月
実
施
分
（
3
5

5
・
93
㌦
）
に
次
ぐ
高
値

水
準
と
な
っ
た
。
為
替
の

影
響
は
軽
微
。
9
日
時
点

の
円
相
場
（
Ｔ
Ｔ
Ｂ
）
は

1
㌦
＝
1
5
7
・
92
円
と

前
回
実
施
日
か
ら
0
・
69

円
下
落
し
、
ほ
ぼ
横
ば
い

だ
っ
た
。

南
理
事
長
は
、
為
替
の

円
安
進
行
や
、
べ
ト
ナ
ム

・
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
の
堅

調
な
需
要
が
高
値
落
札
の

背
景
に
あ
る
可
能
性
を
指

摘
し
つ
つ
、「
率
直
に
言
え

ば
、
な
ぜ
こ
こ
ま
で
高
く

な
る
か
分
か
ら
な
い
」
と

述
べ
た
。「
08
年
の
リ
ー
マ

ン
・
シ
ョ
ッ
ク
前
の
鉄
鋼

バ
ブ
ル
の
よ
う
な
雰
囲
気

だ
」
と
も
話
し
た
。

2
月
末
か
ら
の
中
東
情

勢
悪
化
に
起
因
す
る
原
油

高
に
よ
っ
て
海
上
運
賃

（
フ
レ
ー
ト
）
の
値
決
め

が
困
難
に
な
り
、
足
元
で

は
貿
易
商
談
が
難
航
し
て

い
る
が
、
今
回
の
入
札
は

不
調
な
ど
に
な
ら
ず
、
通

常
通
り
落
札
に
至
っ
た
。

理
由
に
つ
い
て
南
理
事
長

は
「
当
組
合
の
輸
出
商
談

は
納
期
厳
守
と
高
品
質
が

ど
ち
ら
も
期
待
で
き
る
た

め
、
現
地
の
鉄
鋼
メ
ー
カ

ー
が
テ
ン
ダ
ー
に
目
線
を

合
わ
せ
て
き
た
の
で
は
な

い
か
」
と
推
察
し
た
。

落
札
価
格
は
国
内
の
電

炉
メ
ー
カ
ー
の
買
値
よ
り

2
0
0
0
―
3
0
0
0
円

ほ
ど
高
い
。
電
炉
大
手
の

東
京
製
鉄
は
、
全
拠
点
の

Ｈ
2
相
当
品
種
の
買
値
を

9
日
時
点
で
5
万
1
0
0

0
円
に
設
定
し
て
い
る
。

輸
出
対
抗
の
た
め
に
東
鉄

が
買
値
を
上
げ
る
可
能
性

は
高
い
。

次
回
の
入
札
は
5
月
12

日
に
実
施
す
る
。

中
外
炉
工
業
の
新
社
長
に
4
月
1
日
付
で
阪
田
守
取

締
役
が
昇
格
し
た
。
同
社
は
熱
技
術
を
中
核
に
鉄
鋼
、

工
業
炉
、
環
境
・
情
報
通
信
分
野
で
独
自
の
技
術
と
実

績
を
積
み
重
ね
て
き
た
。
近
年
は
工
業
炉
の
カ
ー
ボ
ン

ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
（
Ｃ
Ｎ
）
対
応
や
電
池
向
け
な
ど
新
分

野
で
の
技
術
開
発
を
進
め
て
い
る
。
阪
田
新
社
長
に
今

後
の
経
営
方
針
を
聞
い
た
。

―
―
社
長
就
任
に
あ
た
っ

て
の
抱
負
を
。

「
2
0
2
2
年
3
月
期
か

ら
5
カ
年
の
中
期
経
営
計
画

が
最
終
年
度
に
入
り
、
ま
ず

は
中
計
に
掲
げ
る
目
標
を
達

成
し
た
い
。
た
だ
、
数
字
だ

け
を
示
し
て
も
組
織
は
動
か

な
い
。
年
度
内
で
整
理
し
た

『
や
る
べ
き
こ
と
』
を
一
つ

ず
つ
実
行
し
、
そ
れ
を
積
み

上
げ
て
い
く
。
一
方
で
、
先

行
き
は
読
み
に
く
い
。
だ
か

ら
こ
そ
、
一
定
の
計
画
性
を

持
ち
な
が
ら
も
、
何
か
が
起

き
た
時
に
柔
軟
に
動
け
る
組

織
づ
く
り
が
課
題
に
な
る
。

一
度
倒
れ
て
も
す
ぐ
立
ち
上

が
る
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
も
備
え

る
必
要
が
あ
る
。
そ
の
土
台

に
な
る
の
は
技
術
力
だ
。

個
々
の
力
を
高
め
、
そ
れ
を

会
社
全
体
の
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ

ン
グ
力
に
つ
な
げ
て
い
き
た

い
」―

―
脱
炭
素
化
に
向
け
て

ど
う
取
り
組
む
の
か
。

「
ア
ン
モ
ニ
ア
や
水
素
を

燃
料
と
す
る
工
業
炉
の
開
発

を
進
め
て
い
る
。
課
題
は
サ

プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
の
構
築
と

コ
ス
ト
だ
が
、
需
要
が
立
ち

上
が
る
局
面
で
機
会
を
逃
さ

な
い
よ
う
、
商
業
化
に
移
れ

る
準
備
を
進
め
る
。
需
要
家

と
の
対
話
を
重
ね
、
2
0
3

0
年
、
2
0
5
0
年
と
い
っ

た
時
間
軸
を
に
ら
み
な
が
ら

市
場
を
見
極
め
る
。
た
だ
、

Ｃ
Ｎ
は
不
可
逆
の
流
れ
と
し

て
し
っ
か
り
取
り
組
ん
で
い

く
も
の
の
、

そ
れ
だ
け
で

成
り
立
つ
時

代
は
ま
だ
先

に
あ
る
。
既

存
事
業
の
ブ

ラ
ッ
シ
ュ
ア

ッ
プ
や
基
礎

技
術
の
底
上

げ
も
同
時
に

進
め
、
技
術

を
軸
に
会
社

の
地
力
を
引

き
上
げ
て
い
く
」

―
―
既
存
事
業
の
強
化

で
は
何
を
重
視
す
る
か
。

「
中
期
的
に
は
、
熱
処

理
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
事
業

を
も
う
一
段
高
め
る
。
目

標
は
売
上
高
1
0
0
億
円

だ
。
ア
フ
タ
ー
サ
ー
ビ
ス

を
厚
く
す
る
こ
と
で
収
益

基
盤
の
安
定
に
つ
な
げ

る
。
設
備
納
入
後
の
改
造

や
更
新
、保
守
ま
で
含
め
、

継
続
的
に
収
益
を
確
保
で

き
る
体
制
を
強
化
す
る
。

収
益
の
波
が
比
較
的
大
き

い
プ
ラ
ン
ト
事
業
に
お
い

て
も
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
で
収

益
安
定
化
を
図
り
た
い
。

同
熱
処
理
事
業
で
は
機
能

材
な
ど
の
精
密
な
熱
処
理

を
手
掛
け
る
メ
タ
ル
エ
レ

メ
ン
ト
炉
と
い
っ
た
設
備

の
受
注
が
多
く
な
っ
て
き

た
。
収
益
の
拡
大
に
寄
与

し
て
い
る
」

―
―
海
外
展
開
は
ど
う

進
め
る
か
。

「
バ
ー
ナ
ー
関
連
で
海

外
需
要
を
掘
り
起
こ
す
。

特
に
イ
ン
ド
や
北
米
に
は

開
拓
余
地
が
あ
る
と
み
て

い
る
。
当
社
の
強
み
は
バ

ー
ナ
ー
単
体
に
と
ど
ま
ら

ず
、
燃
焼
設
備
全
体
と
し

て
提
案
で
き
る
点
に
あ

る
。
ス
テ
ン
レ
ス
ス
ト
リ

ッ
プ
光
輝
焼
鈍
ラ
イ
ン

（
Ｂ
Ａ
Ｌ
）
や
加
熱
炉
、

鉄
鋼
向
け
焼
鈍
ラ
イ
ン

（
Ｃ
Ａ
Ｌ
／
Ｃ
Ｇ
Ｌ
）
な

ど
で
海
外
実
績
を
積
み
上

げ
て
き
た
。
欧
州
案
件
で

経
験
を
積
ん
だ
社
員
も
お

り
、
そ
う
し
た
人
材
を
軸

に
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
の
育

成
を
進
め
る
」

―
―
リ
サ
イ
ク
ル
分
野

に
も
力
を
注
ぐ
。

「
東
京
製
鉄
か
ら
、
宇

都
宮
工
場
向
け
に
電
気
炉

ダ
ス
ト
リ
サ
イ
ク
ル
設
備

を
受
注
し
て
い
る
。
従
来

は
産
業
廃
棄
物
と
し
て
外

部
委
託
処
理
し
て
い
た
電

気
炉
ダ
ス
ト
を
自
社
内
で

処
理
し
、
含
有
す
る
亜
鉛

を
分
離
し
て
粗
酸
化
亜
鉛

と
し
て
回
収
す
る
設
備
に

な
る
。
26
年
度
末
ご
ろ
の

稼
働
を
予
定
し
て
お
り
、

立
ち
上
げ
を
早
期
に
軌
道

に
乗
せ
た
い
。
従
来
の
半

分
程
度
の
能
力
に
抑
え
た

小
型
モ
デ
ル
も
開
発
し

た
。
電
炉
メ
ー
カ
ー
の
さ

ら
な
る
Ｃ
Ｏ
2
削
減
や
ゼ

ロ
エ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
へ
の
貢

献
に
つ
な
が
る
と
み
て
い

る
」―

―
新
分
野
の
開
拓
で

は
。「

社
長
直
轄
の
開
発
本

部
を
立
ち
上
げ
、
新
商
品

・
新
事
業
の
拡
大
を
目
指

し
て
い
る
。
前
述
の
電
炉

ダ
ス
ト
リ
サ
イ
ク
ル
設
備

に
加
え
、
Ｈ
2
／
Ｃ
Ｎ
Ｔ

発
生
設
備
の
大
型
化
の
話

も
出
て
き
て
い
る
。
並
行

し
て
精
密
塗
工
分
野
に
も

注
力
し
て
い
る
。
各
種
基

板
に
円
や
枠
、
Ｌ
字
型
な

ど
さ
ま
ざ
ま
な
形
状
の
精

密
塗
工
が
可
能
な
『
Ｒ
Ｓ

コ
ー
タ
』
を
展
開
し
て
お

り
、
全
固
体
電
池
や
太
陽

電
池
向
け
な
ど
で
需
要
開

拓
を
進
め
て
い
る
。
塗
工

液
の
中
に
は
非
常
な
高
価

な
も
の
も
あ
る
。『
Ｒ
Ｓ
コ

ー
タ
』
は
塗
工
ロ
ス
が
少

な
い
の
が
特
徴
で
、
さ
ら

に
精
度
を
高
め
て
販
路
を

広
げ
る
考
え
だ
」

―
―
技
術
の
伝
承
や
デ

ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー

メ
ー
シ
ョ
ン
（
Ｄ
Ｘ
）
は

ど
う
進
め
る
か
。

「
創
業
80
年
超
の
歴
史

の
中
で
、
独
自
の
熱
技
術

と
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
力

を
蓄
積
し
て
き
た
。
こ
れ

を
若
い
世
代
に
ど
う
伝
え

る
か
が
重
要
に
な
る
。
暗

黙
知
を
形
式
知
に
変
え
、

ト
ラ
ブ
ル
対
応
な
ど
も
含

め
て
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
を

進
め
る
。
生
成
Ａ
Ｉ
も
導

入
し
て
お
り
、
ま
ず
は
事

務
的
な
業
務
を
中
心
に
活

用
を
始
め
て
い
る
。
将
来

的
に
は
設
計
分
野
で
も
Ａ

Ｉ
を
業
務
プ
ロ
セ
ス
に
組

み
入
れ
た
い
考
え
だ
。
基

幹
シ
ス
テ
ム
は
数
年
前
に

刷
新
し
て
お
り
、
設
計
支

援
シ
ス
テ
ム
や
調
達
支
援

シ
ス
テ
ム
と
一
体
化
さ
せ

る
こ
と
で
、
見
積
も
り
か

ら
検
収
ま
で
業
務
の
高
度

化
・
効
率
化
に
つ
な
げ
た

い
」

（
早
間

大
吾
）

▽阪田守（さかた・まもる）氏
＝84年大阪市立大（現大阪公立
大）工卒、中外炉工業入社。13年
執行役員プラント事業部長、16
年取締役執行役員プラント事業
本部長、25年取締役常務執行役
員プラント事業本部長兼開発本
部長兼ＧＸプロジェクト室長。
入社以来、ＣＡＬやＣＧＬと

いった国内外の鉄鋼メーカーを
支える設備の設計に長らく携わ
ってきた。週末はジョギングで
汗を流す。62年1月19日生まれ、
大阪府出身。

経
済
産
業
省
が
9
日
ま

と
め
た
2
0
2
6
年
度
第

1
四
半
期
（
4
―
6
月
）

の
鋼
材
需
要
見
通
し
に
よ

る
と
、
出
荷
等
相
当
粗
鋼

需
要
量
は
前
期
実
績
見
込

み
比
2
・
0
％
減
の
2
0

0
0
万
㌧
と
3
四
半
期
ぶ

り
に
減
る
。
鋼
材
需
要
は

輸
出
で
微
増
も
内
需
の
減

少
を
受
け
て
全
体
で
減

る
。
内
需
は
建
設
分
野
が

人
手
不
足
、
資
材
費
高
な

ど
で
減
少
し
、
製
造
業
も

減
る
想
定
。
前
年
同
期
比

で
は
内
外
需
と
も
に
減

る
。
内
需
は
建
設
、
製
造

業
と
も
に
減
る
見
通
し
。

海
外
は
中
国
の
輸
出
圧
力

が
継
続
し
、
米
関
税
政
策

の
修
正
な
ど
も
影
響
す
る

可
能
性
が
あ
る
。

4
―
6
月
の
普
通
鋼
鋼

材
内
需
は
公
共
土
木
で
予

算
は
高
水
準
の
一
方
、
コ

ス
ト
高
が
影
響
し
、
前
年

同
期
比
で
増
加
、
前
期
比

減
少
を
見
込
む
。
民
間
土

木
も
受
注
は
増
え
る
一

方
、
コ
ス
ト
増
な
ど
が
響

き
、前
年
同
期
比
で
増
加
、

前
期
比
減
少
の
見
通
し
。

住
宅
建
築
も
コ
ス
ト
高

は
減
少
要
因
だ
が
、
建
築

基
準
法
改
正
の
駆
け
込
み

需
要
の
反
動
で
前
年
同
期

比
、前
期
比
と
も
増
え
る
。

非
住
宅
建
築
は
イ
ン
バ
ウ

ン
ド
向
け
宿
泊
施
設
、
都

市
部
再
開
発
な
ど
需
要
は

強
い
が
コ
ス
ト
高
が
響

き
、前
年
同
期
比
で
減
少
、

前
期
比
で
増
加
す
る
。

4
―
6
月
の
普
通
鋼
鋼

材
の
製
造
業
向
け
内
需
は

造
船
で
受
注
は
堅
調
な
が

ら
人
手
不
足
で
建
造
量
は

伸
び
悩
み
、
前
年
同
期
比

で
減
少
、
前
期
比
で
増
加

す
る
。
完
成
車
生
産
は
前

年
同
期
並
み
、
前
期
比
で

減
る
。
ノ
ッ
ク
ダ
ウ
ン
セ

ッ
ト
輸
出
は
中
国
、
ア
ジ

ア
で
日
系
メ
ー
カ
ー
が
苦

戦
し
て
い
る
が
、
前
年
同

期
比
、
前
期
比
と
も
増
加

見
通
し
。

4
―
6
月
の
普
通
鋼
鋼

材
の
外
需
は
中
国
の
輸
出

圧
力
、
各
国
の
通
商
措
置

の
影
響
な
ど
あ
る
も
の

の
、
前
年
同
期
比
、
前
期

比
と
も
増
加
見
通
し
。

経
済
産
業
省
が
ま
と
め

た
2
0
2
6
年
度
4
―
6

月
の
需
要
見
通
し
に
よ
る

と
、
特
殊
鋼
鋼
材
は
3
6

6
万
㌧
と
前
期
比
4
・
3

％
減
る
。
内
外
需
と
も
に

減
る
見
通
し
。
前
年
同
期

比
で
も
内
外
需
と
も
に
減

る
。
自
動
車
は
国
内
生
産

が
低
調
な
上
、
海
外
の
日

系
自
動
車
生
産
も
盛
り
上

が
ら
な
い
見
通
し
。

4
―
6
月
内
需
は
機
械

構
造
用
炭
素
鋼
が
75
万
1

6
0
0
㌧
と
前
期
比
3
・

2
％
減
る
。
高
抗
張
力
鋼

は
67
万
3
5
0
0
㌧
と
0

・
4
％
減
、
構
造
用
合
金

鋼
は
55
万
8
0
0
㌧
と
4

・
3
％
減
、
ス
テ
ン
レ
ス

は
条
鋼
が
7
万
4
9
0
0

㌧
と
10
・
9
％
減
、
鋼
板

が
25
万
4
3
0
0
㌧
と
8

・
5
％
減
の
計
32
万
9
2

0
0
㌧
と
9
・
1
％
減
る
。

4
―
6
月
外
需
は
高
抗

張
力
鋼
が
33
万
7
8
0
0

㌧
と
前
期
比
0
・
1
％
減

る
。
構
造
用
合
金
鋼
は
23

万
4
9
0
0
㌧
と
14
・
2

％
減
、
機
械
構
造
用
炭
素

鋼
は
10
万
9
1
0
0
㌧
と

6
・
6
％
減
、
ス
テ
ン
レ

ス
は
条
鋼
が
7
万
6
5
0

0
㌧
と
8
・
1
％
減
、
鋼

板
が
9
万
2
3
0
0
㌧
と

0
・
8
減
の
計
16
万
8
8

0
0
㌧
と
4
・
2
％
減
る
。

鉄
鋼
産
業
懇
談
会
の
廣

瀬
孝
会
長
（
日
本
製
鉄
副

社
長
）
は
9
日
開
催
の
会

議
後
に
、
イ
ラ
ン
情
勢
に

よ
る
国
内
需
要
へ
の
影
響

に
つ
い
て
「
鉄
鋼
業
だ
け

で
な
く
、
需
要
産
業
で
も

原
油
や
化
学
品
の
供
給
懸

念
が
広
が
っ
て
い
る
。
ど

の
よ
う
な
影
響
が
及
ぶ
の

か
注
視
し
な
け
れ
ば
い
け

な
い
。一
時
停
戦
が
続
き
、

落
ち
着
い
て
ほ
し
い
が
、

内
外
と
も
に
需
要
は
見
通

し
に
く
い
状
況
と
な
っ
て

い
る
」
と
語
っ
た
。

自
動
車
の
中
東
向
け
輸

出
や
国
内
生
産
へ
の
影
響

に
つ
い
て
「
日
本
や
海
外

製
造
拠
点
か
ら
の
中
東
向

け
の
輸
出
は
一
部
影
響
が

出
て
い
る
よ
う
だ
が
、
他

の
地
域
で
の
挽
回
な
ど
生

産
を
維
持
す
る
努
力
を
し

て
い
る
の
で
自
動
車
の
大

幅
な
減
産
と
い
う
状
況
は

見
え
て
き
て
い
な
い
」
と

し
つ
つ
、
今
後
の
動
向
を

注
視
す
る
必
要
を
強
調
し

た
。急

増
し
た
溶
融
亜
鉛
め

っ
き
鋼
板
と
ニ
ッ
ケ
ル
系

ス
テ
ン
レ
ス
冷
延
鋼
板
の

輸
入
に
対
す
る
ア
ン
チ
ダ

ン
ピ
ン
グ
（
Ａ
Ｄ
）
調
査

や
4
月
施
行
の
迂
回
防
止

制
度
の
効
果
に
つ
い
て

「（
Ａ
Ｄ
は
）
調
査
段
階
で

あ
り
、
Ａ
Ｄ
措
置
が
発
動

さ
れ
れ
ば
明
確
に
効
果
が

出
て
く
る
と
期
待
し
て
い

る
。
Ａ
Ｄ
を
打
ち
、
そ
の

上
で
迂
回
防
止
制
度
の
効

果
が
表
れ
る
も
の
で
あ

り
、
Ａ
Ｄ
措
置
発
動
後
に

輸
入
鋼
材
に
つ
い
て
適
切

な
対
応
を
取
っ
て
い
く
」

と
の
考
え
を
示
し
た
。

鋼
材
を
大
量
に
輸
出
し

て
い
る
中
国
で
鉄
鋼
減
産

の
動
き
が
出
始
め
て
い
る

こ
と
に
つ
い
て
「
月
次
の

粗
鋼
生
産
を
見
る
と
必
ず

し
も
明
確
な
減
産
と
は
な

っ
て
い
な
い
。
減
産
が
実

行
さ
れ
る
か
ど
う
か
、
引

き
続
き
見
守
っ
て
い
く
必

要
が
あ
る
」
と
述
べ
た
。

台
湾
鉄
鋼
最
大
手
の
中

国
鋼
鉄
（
Ｃ
Ｓ
Ｃ
）
は
、

5
―
7
月
契
約
分
の
日
本

向
け
鋼
材
価
格
に
つ
い

て
、
冷
延
コ
イ
ル
、
ホ
ッ

ト
コ
イ
ル
、酸
洗
コ
イ
ル
、

棒
鋼
線
材
を
ト
ン
1
万

円
、
厚
板
を
ト
ン
7
0
0

0
円
以
上
値
上
げ
す
る
。

主
原
料
の
高
騰
を
は
じ

め
、
4
月
1
日
か
ら
台
湾

内
で
エ
ネ
ル
ギ
ー
ガ
ス
の

値
上
げ
も
始
ま
っ
た
こ
と

な
ど
が
理
由
。

東
京
製
鉄
は
、
鉄
ス
ク

ラ
ッ
プ
を
納
入
す
る
直
納

店
に
対
し
、
4
月
16
日
検

収
分
か
ら
鉄
ス
ク
ラ
ッ
プ

の
買
掛
金
の
支
払
条
件
を

変
更
す
る
と
通
知
し
た
。

取
引
の
円
滑
化
を
目
的
と

し
、
締
切
日
は
現
状
の
15

日
お
よ
び
末
日
か
ら
変
更

後
は
末
日
に
な
る
。

ま
た
、
現
状
は
支
払
日

が
当
月
末
日
の
3
カ
月
後

お
よ
び
翌
月
15
日
の
3
カ

月
後
の
場
合
は
支
払
方
法

は
全
額
振
り
込
み
、
当
月

末
日
お
よ
び
翌
月
15
日
の

支
払
い
の
場
合
は
支
払
方

法
を
割
引
振
り
込
み
と
し

て
い
た
が
、
変
更
後
は
支

払
日
を
翌
月
15
日
（
銀
行

休
業
日
の
場
合
は
前
営
業

日
）、支
払
方
法
は
全
額
振

り
込
み
に
す
る
。

経
産
省
が
ま
と
め
た
見

通
し
に
よ
る
と
、
2
0
2

5
年
度
の
粗
鋼
生
産
は
8

0
6
8
万
㌧
と
前
年
比
2

・
7
％
減
少
し
た
見
込

み
。
4
年
連
続
の
減
少
で

9
0
0
0
万
㌧
割
れ
は
4

年
連
続
。
25
年
度
は
コ
ロ

ナ
禍
だ
っ
た
20
年
度
を
下

回
り
、
7
0
0
0
万
㌧
未

満
だ
っ
た
1
9
6
8
年
度

以
来
の
低
い
水
準
に
と
ど

ま
る
。

1
―
6
月
の
粗
鋼
生
産

は
4
0
4
1
万
㌧
と
前
年

同
期
比
0
・
3
％
減
る
見

通
し
。
7
0
0
0
万
㌧
未

満
だ
っ
た
68
年
以
来
の
低

水
準
を
記
録
し
た
前
年
並

み
だ
が
、
暦
年
で
8
0
0

0
万
㌧
を
下
回
れ
ば
69
年

以
降
初
め
て
。

8
日
の
報
道
に
よ
る
と
栃
木
県
矢
板

市
の
多
目
的
グ
ラ
ウ
ン
ド
か
ら
照
明
用

の
銅
線
を
盗
ん
だ
疑
い
で
外
国
籍
の
男

2
人
が
埼
玉
県
警
に
逮
捕
さ
れ
た
。
別

の
銅
線
窃
盗
で
逮
捕
・
起
訴
さ
れ
た
際

の
取
り
調
べ
な
ど
で
余
罪
が
発
覚
し

た
。
全
国
で
1
0
0
件
ほ
ど
の
銅
線
窃
盗
を
繰
り

返
し
た
犯
罪
集
団
の
メ
ン
バ
ー
だ
と
い
う
▼
足
元

の
銅
建
値
は
ト
ン
2
0
9
万
円
。
今
年
1
月
に
記

録
し
た
過
去
最
高
値
2
1
9
万
円
か
ら
騰
勢
は
一

服
し
て
い
る
が
、
そ
れ
で
も
2
0
2
0
年
代
の
6

年
間
で
お
よ
そ
3
倍
に
値
上
が
り
し
て
い
る
。
犯

罪
集
団
が
銅
に
目
を
付
け
る
理
由
が
こ
こ
に
あ
る

▼
卑
劣
な
犯
罪
行
為
を
助
長
さ
せ
る
理
由
は
他
に

も
あ
る
。
盗
品
を
買
い
取
る
不
適
正
ヤ
ー
ド
の
存

在
だ
。
警
察
庁
も
対
策
を
強
化
、
銅
線
窃
盗
が
特

に
多
い
関
東
を
中
心
に
昨
年
か
ら
盗
品
買
い
取
り

業
者
を
相
次
ぎ
摘
発
し
て
い
る
▼
6
月
か
ら
銅
ス

ク
ラ
ッ
プ
を
買
い
取
る
事
業
者
の
登
録
を
義
務
付

け
る
金
属
盗
対
策
法
が
本
格
的
に
始
ま
る
。
身
分

確
認
や
取
引
記
録
な
ど
の
保
存
も
義
務
化
さ
れ

る
。
だ
が
法
施
行
後
も
盗
品
買
い
取
り
業
者
は
存

在
し
続
け
る
だ
ろ
う
。
不
適
正
業
者
へ
の
ス
ク
ラ

ッ
プ
流
入
が
増
え
る
こ
と
が
な
い
よ
う
、
実
行
力

の
あ
る
法
律
と
な
る
よ
う
期
待
し
た
い
。

きょうの紙面

アライド、タングステン増産

グリーンＨ形鋼在庫販売
中村鋼材は、グリーン鋼材
のＨ形鋼の在庫販売を開始す
る。袖ケ浦工場に約50㌧を在
庫するとともに、バンドソー
を1基導入する予定。

鉄鋼用石灰など値上げへ

響灘にタワークレーン導入

マーケット情報
三菱UFJ銀行

�
�
�

現地8日セツル、ドル
�
�
�
�
9日、円
�
�
�
�

〈8面に主要企業株価欄〉
9日調べ、円

関東地区、円

現地8日
�

中心限月、現地8日、ドル
�

中心限月、現地8日、元
�
�
�
�

50,000―51,500

14面 非鉄ニュース

3面 鉄鋼ニュース

2面 鉄鋼ニュース

5面 西日本ネットワーク

159.92
186.74
23.55

12552.0
3520.0
17200.0
3295.0

413.10
603.4
1,876.0
1,957.5

51,200
53,700

2139

94.41

3109
3275
1112.5
769.5

東証終値

鉄スクラップ総合価格

鉄スクラップ湾岸価格

バルチック海運指数

9日10時
ドル
ユーロ
人民元

H2
新断バラ

異形棒鋼
熱延鋼板
原料炭
鉄鉱石

銅
アルミ
ニッケル
亜鉛

WTI原油先物

55,895.32
日本製鉄
JFEHD
神戸製鋼

LME相場

中国先物市場

外為TTS

H2

4―6月鋼材需要見通し、経産省
数量 前 年

同期比 前期比
前 年
同期比 前期比

（万㌧） (%)

出荷相当
粗鋼需要 2,000 �15 �41 �0.7 �2.0

鋼材需要 1,798 �28 �23 �1.5 �1.3
国内 1,189 �22 �26 �1.8 �2.2
輸出 609 �6 3 �1.0 0.5

普通鋼 1,432 �14 �7 �1.0 �0.5
国内 922 �15 �17 �1.6 �1.8
輸出 510 1 10 0.2 2.0

特殊鋼 366 �14 �16 �3.8 �4.3
国内 267 �7 �9 �2.6 �3.5
輸出 99 �7 �7 �6.8 �6.3

普通鋼メーカー・ 3月末見込み 在庫率（カ月）
問屋在庫 624 1.34

分野別普通鋼鋼材需要見通し
（単位：1,000㌧、％）

前期比

�1.7
�11.6
4.3
�1.9
2.8
0.9
�2.2
�11.8
�11.3
2.4
�1.3
�1.8

前 年
同期比
�3.2
0.7
�5.0
�0.5
�3.2
�0.8
2.4
�0.5
�2.0
�0.5
1.8
�1.6

4―6月

3,716
1,245
2,471
5,504
733
2,363
1,001
567
401
210
229
9,220

建設
土木
建築

製造業
造船
自動車
産業機械
電気機械
二次製品
容器
その他

合計

三和グループ
創立70周年
三和グループ
創立70周年

特集4面

イ
ラ
ン
情
勢
の
影
響
注
視

熱処理メンテナンスで収益強化

日刊産業新聞26.4.10

新
エ
ネ
工
業
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商
業
化
準
備

新
エ
ネ
工
業
炉
商
業
化
準
備

廣瀬会長

阪田守氏
中外炉工業
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